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社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会

ご報告します

令和6年度令和6年度  
事業報告・決算事業報告・決算

重点事業のふり返り
地域包括ケアシステムの推進  生活困窮者への支援

組織経営基盤の強化 災害にそなえた地域防災力の向上

地区社協の
活動支援  「生活困窮のリアルvol.2」

発行

4,430,131
（千円）

令和7年度決算

支  出支  出

人件費支出  48.9%
 2,166,364（千円）

事業費支出  28.3%
1,254,757（千円）

当期末支払資金残高  18.2%
 804,453（千円）

令和7年度決算

収  入収  入
4,430,131

（千円）

会費・寄付金収入  2.2%
 96,423（千円） 補助金収入

12.8%
 565,766（千円）

受託金収入  
34.2%  
1,514,145（千円）

事業収入  10.4% 
465,593（千円）

貸付事業収入  0.1%
　 1,969（千円）

負担金収入  0.2%
 9,538（千円）

介護保険・障害福祉
サービス等  16.7%

 739,000（千円）

前期末支払資金残高  17.6%
781,278（千円）

その他の収入  5.8%
 256,419（千円）

基 本 方 針

物価高騰により市民生活や福祉人材確保が困難化する一方、
少子高齢化の進行で介護・医療需要が増大しています。 

行政と連携しながら「地域共生社会」の実現を推進するとともに、
NECとの町内会支援アプリ共同開発など、多様な担い手と協働 
 して地域福祉の展開に注力しました。他にも、生活困窮者への 
アウト リーチ支援、能登半島地震での職員派遣・学生
ボランティア育成といった幅広い視野での福祉支援
を実践しています。
経営面では、介護事業における黒字経営の維持、 
新規受託事業獲得など財源確保・経営基盤の強化に
も取り組みました。

社協が持つネットワークを活用し、地域住民、関係機関、
企業のコーディネートを行い、住民主体による生活課題
解決の取組みを支援しました。

令和7年6月27日開催の理事会に
おきまして、浮岳前会長の後を引き
継ぎ、社会福祉法人川崎市社会福祉
協議会会長の要職を拝命いたしま
した。微力ではございますが、当協
議会の円滑な運営と地域福祉の充実
に向けて、その職務を全うするべく
努めてまいる所存でございます。 
どうぞよろしくお願い申し上げます。

近年、不安定な経済状況及び少子
高齢化の加速をはじめとし、地域社会
を取り巻く環境は大きく変化してきて
います。地域内のつながりの希薄化
が進行し、福祉課題も複雑化多様化
することに加え、大規模災害が頻発

する中では、住民主体の地域福祉を
推進する使命を担う社会福祉協議会
の役割は重要となってきています。
第6期地域福祉活動計画の基本理念
である「みんなで支えあい ともに安心
して その人らしく暮らせる 川崎の
まちづくり」の実現のため、より一層
地域福祉の増進に努めてまいります。

地域の皆様の信頼と期待に応える
ため、ともに事業の推進を図って 
まいります。皆様のご支援とご協力
を切にお願い申し上げまして、会長
就任の挨拶とさせていただきます。

このたび、社会福祉法人川崎市社会
福祉協議会会長を退任いたしました。

令和3年6月に当協議会会長に就任
した当時は、全世界で新型コロナ 
ウイルス感染症が蔓延し、人々の 
生活状況は大きな混乱の中にありま
した。このような中で、従来の取組
とは異にする生活福祉資金特例貸付
の受付や、緊急的な食糧支援といった
様々な即応的な支援を行うなど住民
の生活課題にしっかりと目を向けな
がら、当協議会の特性を活かした 
住民主体の事業を実施し、地域福祉
の推進に尽力してまいりました。

在任中は長期に渡り、会員ならび
に市民の皆様方より、常日頃から福祉
に対する深いご理解とご協力、ご支援
をいただいたことで、大過なく任期
を務め得ましたこと、誠に有難く、
心より御礼申し上げます。

末筆ながら、今富子新会長のもと
川崎市社会福祉協議会が今後も益々
発展することを切に願うとともに、
川崎市民の皆様のご健勝とご多幸を
心から祈念いたしまして退任あいさつ
とさせていただきます。ありがとう
ございました。

生活福祉資金特例貸付の借受人のうち、生活困窮が継続
している方々に対し、専門機関と連携し、返済の猶予や
免除制度の案内など生活再建を図る支援を行いました。

すべての事業・予算の精査と財源確保、人材育成計画の
推進、効率的な組織運営などに取り組みました。

将来想定される大規模災害にそなえ、災害ボランティア
センター運営訓練や講座を開催。また、地震被害を受け
た能登地方へ職員や学生ボランティアを派遣しました。

高齢者を対象とした会食会やサロン
の開催、こども食堂の開催やみまもり
活動等、各地域の課題に沿った活動
を展開する地区社会福祉協議会の
活動支援を実施しました。

支援内容や地域課題を
市民へ周知する目的で
冊子を発行し、関係機関
へ配布。
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 もっと
知ってほしい！
社協の事業

たとえば
こんなこと たとえば

こんなこと

訪問介護
支援事業

市内 6ヶ所で訪問介護事業所を
運営。地域に根ざしたケアで多く
の高齢者を支えています。

「発災時、企業が地域にできること」をテーマに、支援
活動の現状や課題を話し合いました。

たとえば
こんなこと 「災害ボランティアセンターに関する

企業ミーティング」開催
たとえば

こんなこと

➡令和6年度相談件数・6,803件

川崎市社会福祉協議会では、役員の任期満了に伴い、
去る6月27日に開催いたしました理事会において、
今富子会長が選任されました。

 会長 会長交代交代ののご報告ご報告

社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 会長 社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 会長 
 今 富子  今 富子 こん とみここん とみこ

就任
あいさつ

社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 前会長社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 前会長
浮岳 浮岳 仁 仁 うきおか ぎょうにんうきおか ぎょうにん

退任
あいさつ

事務費支出  2.7%
118,785（千円）

その他の支出  1.9%
85,772（千円）

川崎市社会福祉協議会川崎市社会福祉協議会
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「被災地を支えるボランティア活動をしたい！」 そんな気
持ちをアシストするのが社協の“ボランティアバス”です。
今年7月、川崎市在住・在学の学生39名がボランティアバス
を利用して、能登半島地震の被災地である石川県・珠洲市を
訪問しました。

被災地での体験から得た気づきや学びを、未来にどう被災地での体験から得た気づきや学びを、未来にどう
活かすか。学生たちの声をご紹介！活かすか。学生たちの声をご紹介！

東日本大震災発災時、ボラ
ンティアを志願する市民が
安全に活動できるよう、バス
をチャーターして支援活動
に派遣したのがスタート。
2011年以降も全国の被災
地へ市民380名以上を送り
出してきました。

市社協のボランティア活動振興 
センターでは、ボランティア募集
や 各 種 講 座 な ど の 情 報 提 供、 
活動先の紹介・調整をします。 
お気軽にご利用ください。

ボランティア活動振興センター
TEL 044-739-8718

2泊3日のボランティアバスでは、運動
会実施のほか、被災地について 
知る・学ぶプログラムが多数

盛り込まれました。

2024年1月の震災以降、能登地方をサポートし続けている川崎市
社協。今年の夏は現地の支援団体と協働し、学区を問わず被災地の
子どもたちを集めた「合同運動会」を開催しました。災害ボランティア
活動に興味関心を抱く川崎の高校生・大学生も参加し、かけっこ、 
綱引き、大玉転がしなど、笑顔あふれる1日となりました。

大地震から1年半が経った現在、被災地が直面
している課題のひとつが「子どもの遊び場」 
問題。半島地域は土地が狭く、公有地の確保が
難しいため、多くの学校でグラウンドに仮設 
住宅が整備されました。その結果、子どもたち
が思い切り駆け回れる場所が失われています。
また、小学校単位での運動会実施が難しい背景
として、珠洲市内の人口減少も挙げられます。
被災を機に市外へ転居する世帯が続いており、
コミュニティ存続の危機に瀕しています。

傾いた電柱や隆起した道路など、危険な場所も多い

高校生・大学生
ボランティアバス 2025

 能登 能登で、で、
つなぐ、つなげるつなぐ、つなげる

“学び“学びをを未来へ”未来へ”
参加学生参加学生ののリアルボイスリアルボイス

被災地支援を担う社協から、次世代を生きる君たちへ

まちに残る地震の
まちに残る地震の

爪痕を視察爪痕を視察

地元公民館館長が地元公民館館長が
発災時の様子を講演発災時の様子を講演

2011年 
東日本大震災

（岩手県釜石市）

2024年 
能登半島地震

（石川県能登町）

ボランティアバスの
動画はこちら

毎年夏休みには小学生〜大
学生を対象とした「チャレン
ジボランティア」を実施。

知ってる？社協のボランティア活動アレコレ
知ってる？社協のボランティア活動アレコレ

ボランティアへ参加してみたいあなたへ

市内のボランティア
情報を発信

社協と一緒に育てる、安心して 
暮らせるまち
私たち社協は、住民同士のつながり、地域資源の発掘
など、平時から地域コミュニティ構築に向けた取組を 
行っています。このような取組を日常から行うことが、 
災害に強い地域づくりにつながります。
特にこれからの地域を担う若い世代には、多くの経験
を通じ、災害に強い地域を作ってほしいと思っています。
住民主体の「ふくしのまち」の実現に向けて、必要な 
情報を発信すると同時に、地域防災や災害、住民同士
がつながる機会などをこれからも提供して
いきます。

川崎市社会福祉協議会 
吉江 清嗣室長

アットホームで楽しいボランティア活動でした！被災したまちの
様子を見学できたのも良かったです。震災後の能登を
知らない家族や友人にとって、まるで想像がつかない
状況だと感じました。川崎に戻ったら、まずは災害に
備え準備する。そして自分の身の回りの人たちに、
今回の経験を伝えていきたいと思います。 田村勇志さん（高3）

発災時は自分の「役割」と「目的」を考える
地震と同年に起こった豪雨災害の影響もあり、全ての仮設住宅が完成した
のは発災から1年後の2025年2月でした。入居者のなかには、これまでの生活 
との違いによるストレスや、農作業・近所の交流が失われ生きがいをなく
してしまう方も。
そんな状況下、珠洲市内では住民有志による「まちづくり協議会」が立ち 
上がり、行政だけに任せるのではなく、住民が“自分たちで行うまちづくり”へ
積極的に取り組んでいます。
発災時はどの立場の人も被災者になります。何を優先するのかを考え、無理
せず「自分にできること・やれること」を考える視点が大切。ボラバス参加
を通して、学生の皆さんがそういった気づきを得ることができた
のなら嬉しく思います。

珠洲市社会福祉協議会 
神徳 宏紀さん

昨年のボラバスにも参加しました。2年続けて被災地を視察
したことで復興の進み具合を体感でき、感謝しています。
現在はボラバスをきっかけに「若者の防災意識向上」
をテーマに川崎市内で啓発活動を行っているので、
今後の活動に役立てていこうと思います！ 

被災地の壊れた建物や道路に衝撃を受けましたが、運動会での子ども
たちの楽しそうな笑顔に救われました。能登ではご近所同士が
顔見知りで発災時に助け合うことができたそうですが、川崎では
隣に誰が住んでいるかも知らない人が多いはず。災害に備え、
近隣の人と声を掛け合うことから始めないといけませんね。 須山恵成さん（高3）

地面が大きく割れている光景や被災者の声を聞き、
地震の恐ろしさを肌で感じました。もし将来
川崎で災害が起きたら、自宅近くの学校も
避難所になるでしょう。その時、自分には
何ができるのか。どうすれば役に立つ
のか。しっかりと考えていきたいです。 山田炎さん（高3）

三田佳輔さん（高2）

 そもそも そもそも「「ボランボランティティアバアバスス」」ってなに？ってなに？

仮
設
住
宅
が

な
ら
ぶ
校
庭

敷地内に、仮設住宅が整備 された学校数

(珠洲市内の小中学校・
義務教育学校 )10/11校

被災地からのMessage

（代表）真脇 魁さん/吉田 亮太さん

YouTube
チャンネルで団体の
活動をチェック！

能登半島地震
~未来を担うわたしたちへ~

発災以来、我慢の多い日常を過ごす子どもたち

のために「遊び場」を作りたい！

そんな想いで生まれたのが今回の珠洲市・能登

町合同の運動会です。川崎の学生さんたちにも

協力してもらってむかえた当日は、子どもたち

の 団 結 力 や エ ネ ル ギ ー は 

想像以上で、私たちの方が 

感動してしまいました。

これからも地元・能登の復興

を目指して活動を続けて 

いきます。川崎市の皆さん 

もぜひ応援してください！

珠洲市を中心に、

子どもたちを励ます

活動をしています

現地コーディネート協力：
一般社団法人SSK

競技への参加はもちろん、
競技への参加はもちろん、

会場設営など多岐に渡っ
会場設営など多岐に渡っ

て学生たちがイベントを 
て学生たちがイベントを 

サポート。合同運動会を
サポート。合同運動会を

盛り上げました。盛り上げました。

 川崎から能登へ。 川崎から能登へ。
学生たち学生たちが届けるが届ける「合同運動会」「合同運動会」
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福祉に関するイベントやお役立ち情報をお届けふくしの I N F O R M AT I O N

じぶんのまちを良くするために

EVENT

 子ども虐待防止 オレンジリボンたすきリレー開催

皆さまから寄せられた寄付金は、行政の手が届かない「困りごと」のため
に使われています。「このまちを良くしたい」そんな気持ちが詰まった赤い羽根
の支え合いに、あなたのチカラを貸してください。

町内会・自治会は「安全で安心できる住みよいまちづくり」
を目指し、防災や福祉、美化活動や、お祭り、運動会など

のレクリエーション活動を行っています。
人と人のつながりを大事にし、地域で 

支え合う社会をつくっていくためにも 
町内会・自治会への加入をお願いいたします。

500円以上の募金協力で、J1・ 川崎フロンターレ
や野毛山動物園とコラボしたオリジナルグッズを 
1個進呈します!

想いをつなげ！ 子どもたちの未来に向けて

みなさんの声を聞かせてください

日頃からの備えと準備を

本誌「川崎の社会福祉」についてのWEBアンケートご協力のお願い

災害ボランティアセンター設置訓練を行いました！

川崎市社協は「より伝わる」広報誌づくりのため、読者の皆さまを対象としたアンケート調査を実施します。

8月31日（日）、令和７年度川崎市総合防災訓練にて、災害ボランティアセンター設置訓練を実施しました。

子どもたちの明るい未来と虐待防止の象徴・オレンジリボン。 
このリボンをたすきに仕立て、児童福祉にかかわる職員や市内
企業の約100人のランナーが、川崎市内をリレー形式で走ります。

●日 　 時　　：2025年10月19日（日）
●ルート紹介：

● 日 時  ： 令和７年10月1日（水）〜12月31日（水）

● アンケート回答先： 
右の二次元コードをスマホで読み取るか 
 下記URLを入力してください 
https://x.gd/QP7lr

NEWS

REPORT

10月1日から赤い羽根共同募金 がはじまります

募金協力で
ご当地グッズをGETしよう

町内会・自治会の活動に
一層の理解とご協力をお願いします！

NEWS

町内会・自治会の活動は
 こちらをご覧ください

川崎市全町内会
連合会

災害ボランティア支援 車椅子の移送車両 子育て支援 見守り活動

川崎の社会福祉 情報バンク通信

ふろん太
ピンバッジ 
 （川崎フロンターレ）

※数に限りあり

ミナミコアリクイ
ピンバッチ

（野毛山動物園）

南武線主要駅ではキャンペーンを実施！

全長25km！市内の

子育て支援拠点を

めぐります

川崎市の7区をオレンジの

川崎市の7区をオレンジの

「たすき」でつなぎます

「たすき」でつなぎます

沿道より声援
お願いします！

耳がきこえないうささ
ウワサのユニバーサル

スポットをゆく

聴覚障害に関する
特集はこちら

著者：うささ
発行：産業編集センター/2025 年

地域福祉情報バンクのおすすめ図書！

耳がきこえない著者が、障害の有無にかか
わらず誰もが安心して過ごせる“ユニバー
サル”なスポットを訪れ、その体験を描いた
コミックエッセイです。

第1章ではカフェなどの飲食店を、第2章
では映画館や劇場などでの取り組みを紹介。

環境を整えることで障害を意識せずに 

過ごせる工夫や、さまざまな場所で出会った
「配慮」や「やさしさ」について描かれて 
います。

すべての人にとって、心地よく過ごせる
空間とは何かを、改めて考えるきっかけと
なる一冊です。気になった場所には、ぜひ
一度足を運んでみてはいかがでしょうか?

ユニバーサルな視点とは?

TEL：044-739-8720　MAIL：jyoho@csw-kawasaki.or.jp

蔵書検索は蔵書検索は
「ふくみみ」「ふくみみ」で！で！（エポックなかはら6階）

地域福祉情報バンクで貸出しています

BOOK

もらって
嬉しい

アンケートに回答いただいた中から
抽選で50名様に

お役立ち生活雑貨お役立ち生活雑貨
プレゼントプレゼント！！！！

 共同募金の  使 いみち
赤い羽根データベース「はねっと」

共同募金の使いみちは市町村ごとに
データベース化し公開されています。

はねっと 川崎市 検索

神奈川県

限定

神奈川県共同募金会 
川崎市支会連合会 

お問合せは

TEL 044-739-8716

災害ボランティア情報を
知るなら
災害情報専用Facebook

「万が一」に備えたまちづくりを  ご存知ですか？  災害ボランティアセンターの役割
災害が起きたとき、必要不可欠なボランティアの存在。そ
んな「助けたい人」と、「助けを必要としている人」をつなぐ
拠点が災害ボランティアセンターです。

社協では、福祉に関する事業や活動 、
地域の取り組みなどを発信する広報誌
を発行しています。

2019年、記録的
豪雨による大きな
被害を受けた川崎
市。のべ1,300名
のボランティアが
駆けつけました。

地域住民も多数参加し、ボランティア
センターのロールプレイを体験

センターの運営は
協定書に基づき、
主に社協が担い
ます

ボランティアの
受付業務から
シミュレーション

アンケート対象
の広報誌

ランナー動画
Instagramで
発信中
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社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会
住所：川崎市中原区上小田中6-22-5　TEL：044-739-8710（代）　FAX：044-739-8737
E-MAIL：info@csw-kawasaki.or.jp　HP：https://www.csw-kawasaki.or.jp/
広報誌「川崎の社会福祉」へ掲載する広告を募集しています。詳細はお問い合わせください。

編集・発行

この広報誌は一部共同募金の配分金で発行されています。

信頼と実績の社協で仕事をしませんか?

介護支援専門員（ケアマネ） 
たま・あさお訪問介護支援事業所 

（多摩区登戸）
ホームヘルパー 
市内6つの訪問介護支援事業所

●日時： 2025年12月12日（金） 
13：30〜15：30 

●会場：エポックなかはら 
※南武線「武蔵中原」駅直結

●定員：600名（定員を超えた場合は抽選） 
●対象：市内在住・在勤・在学の方

福祉人材バンク TEL 044-739-8726問合せ：

応募〆切：
 11月10日10:00

申込
フォーム

介護支援課 TEL 044-739-8712問合せ：

川崎市福祉人材バンク 令和7年度地域課題研修

山口達也さんによる 介護支援専門員 ホームヘルパー大募集!!

 アルコール依存症と
共に生きる
〜セカンドチャンスを目指して〜

山口達也　
飲酒運転防止インストラクター
依存症予防教育アドバイザー
メンタル心理カウンセラー

P R O F I L E

川崎市社会福祉協議会の 
地域福祉活動への寄付
セレサ川崎農業協同組合 様
中原フィルハーモニック・ 
オーケストラ 様
株式会社ナクール 様

食糧支援かわさきへのご寄付
社会福祉法人厚生館福祉会  
宮前空翠保育園 様
特別養護老人ホーム 新緑の郷 様
社会福祉法人厚生館福祉会  
土橋宝翠保育園 様

オレンジリボン運動の 
活動へのご寄付
セレサ川崎農業協同組合 
組合員対策室 様令和7年

6/1～8/31
受領分

寄付御礼

無料
講演

あなたの応募を
 待っています！

募集職種
勤務地

給与や待遇など詳しくは
HPをチェック

広告 年4回 各12,000部発行

広報誌「川崎の社会福祉」

 広告募集

企画調整室　
044-739-8714問合せ

1枠：10,000円〜


